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主 な 記 事
◎
府
農
業
施
策
に
関
す
る

意
見
書
概
要

２
面

◎
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て

あ
な
た
の
活
動
が
皆
を
元
気
に

地
区
別
委
員
研
修

４
～
５
面

能
登
半
島
地
震

の
発
生
か
ら
２
カ

月
が
経
つ
。
政
府

は
被
災
者
へ
の
支

援
策
を
示
し
た
が

石
川
県
内
の
農
業

被
害
の
全
容
は
見

え
ず
、
農
家
は
不
安
を
抱
え
て

い
る
模
様
だ
◆
他
方
、
顔
見
知

り
の
住
民
が
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

で
寝
泊
り
を
続
け
、
防
災
協
力

農
地
の
重
要
性
が
改
め
て
確
認

さ
れ
る
一
幕
も
。
農
水
省
も
改

め
て
自
治
体
に
設
置
を
呼
び
か

け
て
い
る
◆
防
災
農
地
は
29
年

前
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機

に
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

三
大
都
市
圏
で
の
設
置
面
積
は

１
５
０
０
㌶
超
。
大
阪
府
内
で

も
約
３
分
の
１
の
市
町
村
で
防

災
協
力
農
地
登
録
制
度
を
導
入
。

制
度
創
設
に
向
け
前
向
き
な
市

町
村
も
少
な
く
な
い
◆
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
改
正
案
が

今
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
る
。

都
市
農
地
が
も
つ
防
災
機
能
へ

の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
農
業
の
果
た
す
多
面
的
な

機
能
を
明
確
に
位
置
づ
け
る
べ

き
だ

（
北
川
）

府
が
基
本
方
針
を
変
更

大
阪
府
は
農
業
団
体
や
府
民
か
ら

の
意
見
等
を
踏
ま
え
て
、
1
月
26
日

に
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
基
本
方

針
を
変
更
し
た
。

変
更
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
３
点
。

①
担
い
手
へ
の
経
営
発
展
に
つ
な
が

る
支
援
策
の
活
用
対
象
を
拡
大
す
る

た
め
経
営
計
画
の
所
得
目
標
を
、
認

定
農
業
者
は
６
０
０
万
円
か
ら
５
５

０
万
円
へ
、
認
定
新
規
就
農
者
は
２

５
０
万
円
か
ら
２
２
０
万
円
へ
。

②
担
い
手
の
経
営
安
定
化
に
つ
な
が

る
品
目
等
に
絞
り
込
み
、
経
営
モ
デ

ル
を
45
か
ら
13
へ
。

③
集
積
率
の
対
象
と
す
る
農
地
を
府

の
耕
地
面
積
か
ら
農
政
施
策
の
対
象

と
す
る
農
地
面
積
に
変
更
す
る
こ
と

で
集
積
率
を
25
％
か
ら
40
％
へ
。

基
本
方
針
は
今
年
度
末
を
目
途
に

市
町
村
が
見
直
し
を
進
め
る
「
農
業

経
営
基
盤
の
強
化
の
促
進
に
関
す
る

基
本
的
な
構
想
」
の
指
針
と
な
る

（
２
面
に
関
連
記
事
）。

（
藤
岡
）

府
知
事
へ
の
意
見
書
手
交

大
阪
産
（
も
ん
）
の
情
報
発
信

地
域
計
画
継
続
支
援
を
要
請
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農
業
会
議
の
中
谷
会
長
、
勝
間
副

会
長
、
谷
口
副
会
長
は
２
月
20
日
、

大
阪
府
庁
を
訪
れ
、
令
和
６
年
度
大

阪
府
農
業
施
策
に
関
す
る
意
見
書
を

手
交
し
、
意
見
交
換
し
た
。

大
阪
府
か
ら
は
吉
村
知
事
を
は
じ

め
、
原
田
環
境
農
林
水
産
部
長
、
丹

後
農
政
室
長
、
溝
淵
農
政
室
推
進
課

長
、
杉
田
農
政
室
整
備
課
長
が
出
席

し
た
。

冒
頭
、
中
谷
会
長
は
意
見
書
を
手

交
し
「
府
は
い
ち
早
く
独
自
支
援
策

と
し
て
肥
料
高
騰
対
策
に
取
組
み
、

そ
の
制
度
が
分
か
り
や
す
く
、
申
請

し
や
す
く
農
業
者
か
ら
大
変
好
評
で

あ
っ
た
」
と
支
援
に
お
礼
を
述
べ
た
。

今
年
度
か
ら
府
の
支
援
を
受
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
、
地
域
計
画
素
案

策
定
に
つ
い
て
、「
農
政
室
や
各
農

と
緑
の
総
合
事
務
所
の
協
力
も
得
な

が
ら
、
各
農
業
委
員
会
を
支
援
し
、

６
年
度
末
ま
で
の
策
定
に
向
け
取
組

ん
で
い
る
が
、
引
き
続
き
、
府
の
支

援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
要
請
し
た
。

ま
た
、
２
０
２
５
年
の
大
阪
・
関

西
万
博
に
向
け
、
大
阪
産
（
も
ん
）

の
農
産
物
を
食
材
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
、
大
阪
産
（
も
ん
）
の
魅
力
に

つ
い
て
知
事
か
ら
の
情
報
発
信
を
お

願
い
し
た
い
と
要
請
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
吉
村
知
事
は
、

「
肥
料
高
騰
対
策
が
農
家
の
皆
さ
ん

に
役
立
っ
た
の
は
我
々
と
し
て
も
う

れ
し
い
こ
と
。
地
域
計
画
に
つ
い
て

は
、
市
町
村
の
後
押
し
が
で
き
る
よ

う
施
策
を
進
め
た
い
」
と
応
じ
た
。

ま
た
、「
地
産
地
消
は
二
酸
化
炭

素
排
出
量
を
削
減
し
て
環
境
に
優
し

い
生
産
方
法
と
し
て
も
有
効
。
消
費

者
が
農
産
物
を
購
入
す
る
際
に
、
二

酸
化
炭
素
排
出
の
削
減
量
を
見
え
る

化
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
農
産

物
を
選
ぶ
の
か
の
選
択
基
準
の
１
つ

に
な
る
と
考
え
、
そ
れ
に
取
り
組
み

始
め
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、「
大
阪

に
は
素
晴
し
い
農
産
物
、
水
産
物
な

ど
の
大
阪
産
（
も
ん
）
が
あ
る
こ
と

を
紹
介
・
情
報
発
信
す
る
場
面
を
作

り
、
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
強
調
し
た
。
（
藤
岡
）


